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論 文 内 容 の 要 旨

この論文は, ｢サンプ リング ･ サーボの設計に闇する基礎的研究｣ と通 し, 7 章と本研究の成果とから

なっている｡

第 1 章は序論であって, まず, この論文の目的を述べ, この論文は, とくに, サ ンプ リング ･サーボ系

の追従特性を改善するための諸考案を行なったものであることを述べたものである｡

第 2 章は, サンプ リング ･サーボ系に任意の入力があった場合の補償法を検討 したもので, サンプリン

グ ･ サーボ系の追従特性改善のために, 目標値の微分を検出すると, 目標値の変化が, 階段状および速度

状両関数の場合には, いずれの場合にも有限整定時間応答を しめす制御系を実革ますることが可能であるこ

とを明らかにし, さらに, 加速度状入力に対 しても有限整定する制御系をもあわせ, 考察 したものである｡

第 3 章は, 正弦波入力に対する制御系の制御特性の評価法を検討 したもので, 著者は, 従来の特定の規

則性入力に対する過渡特性に注目した設計方法はとらずに, 制御特性の評価方法として, 正弦波入力に対

する自乗平均誤差と近似周波数特性をとりあげて, これによって, サ ンプ リング ･ サーボ系の制御特性を

検討 し, その結果, 微分量導入の効果, 近似微分の影響, 制御対象の時定数とサ ンプ リング周期の比と近

似周波数特性との関係, ならびに, サ ンプ リング周期の選定方法等を検討 したものである｡

第 4 葦は, サンプ リング ･サーボ系の整定時間の短縮に対 して考察を行なったもので, これに対 して,

マルチ- ト制御装置を提案 し, 階段状入力に対 して, サンプリングの 1 周期で整定する方法を与え, この

方法を速度状入力の場合にまで拡張すると同時に, 整定時間を短縮する立場にたって, サ ンプリング周期

の選定方法を検討 し, 出力応答が整定するまでのサンプル回数を増加 して, サンプ リング周期を減少する

ことによって, 整定時間を短縮することが可能であることを, サーボ系に例をとって 実 証 したものであ

る｡

第 5 童は, 飽和があるサンプル値制御系の補償方法について考察 したもので, 著者は飽和がある場合に

対 して, 有限整定時間応答がえられる制御装置の設計を考察 し, サ ンプ リング ･ サーボ系を設計する図表
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等を求めたものである｡

第 6 章は, アナログ計算機を用いて, サ ンプ ル値制御系の特性を半実験的に検討 したものである｡ すな

わちアナログ計算機と簡単なサンプ リング ･ ホール ド回路とを用いて, 以上各章でえた理論的結果を実験

によって実証 し, 有限整定時間応答系のパラメータ変動の影響を考察することによって, す ぐれたサ ンプ

リング ･ サーボ系の設計方法を確立 し, さらに飽和とバ ックラッシュの二つの非線形特性が, 制御特性に

あたえる影響を検討 し, 有限整定時間応答系を基準とした著者の設計は, これ らの非線形要素の存在に対

して有力である点を明らかにした｡

第 7 章は, サ ンプ リング ･サーボ系の実験的研究結果を述べたもので, まず, 簡単なサンプ リング ･サ

- ボ機構を試作 して, 階段状入力に対 して, 有限整定時間応答を実現 し, 周波数特性を用いて, 制御特性

を検討 し, 目標値の微分を導入 し, 微分 フィー ド･バ ック量を調整 して, 満足すべき特性をもつサンプリ

ング ･サーボ機構をえたゆえんを述べたものである｡

本研究の成果は, 以上の各章でえた結果を要約 したものである｡

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

この研究は, サ ンプ リング値制御系の制御特性, とくにその追従特性を改善することに対 して考察を行

なうとともに, すぐれたサンプ リング ･ サーボ機構を開発するための基礎的な問題を理論的ならびに実験

的に研究 したもので, 整定時間短縮のためのマルチルー ト制御装置ならびに飽和が操作端に存在する場合

に有限整定時間応答系を実現するための制御装置の設計法等を提案 し, これ らの理論的結果を, アナログ

計算機とサ ンプ リング ･ ホール ド回路とを併用する模擬回路によって実験的に裏づけし, さらに制御装置

のパラメータの変動が制御特性にあたえる影響ならびに飽和やバ ックラッシュの非線形要素が制御系の安

定性におよぽす影響を実験的に検討 したものである｡

要するに著者は, この研究において, サ ンプ リング値制御系の制御特性を, 理論的ならびに察験的に研

究 した結果を説述 し, その合理的設計法を述べたもので, 学術上, 工業上寄与するところが少な くない｡

よって, この論文は工学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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